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はじめに
黄昏は、エグドン・ヒース（Egdon Heath）に、荘厳な趣を生み出す。刻々
と暗闇に包まれていく大地は、“singularly colossal and mysterious”（11）な様相
が漂い、神秘的な雰囲気を醸し出す。エグドン・ヒースで、農夫たちの羊
に印を付けるための赤い顔料を売る紅殻売り（“reddleman”（13））１ のディゴ
リー・ヴェン（Diggory Venn）ほど、奇異な感を抱かせる人物はいない。全身
を紅殻の赤色に染め、同色に染まった幌馬車を引いて歩きまわり、エグドン・
ヒースに姿を現したり消したりするヴェンは、大地を動く “the single atom of 
life” （13） とも表現されている。しかも、ヴェンは、エグドン・ヒースで繰
り広げられる “secret” を見抜く鋭い感覚を持ち、さいころ遊びで運を自分に
引き寄せる、人知を超えた能力の持ち主でもある。このような風変わりなヴェ
ンは、日常生活の中に非日常的な要素をもたらす人物ではないだろうか。
『帰郷』（The Return of the Native, 1878）２ の根底には、トマシン・ヨーブラ
イト（Thomasin Yeobright）を守り続けるヴェンの献身的な愛情が終始一貫し
て流れている。トマス・ハーディ（Thomas Hardy, 1840-1928）がアーサー・ホ
プキンズ（Arthur Hopkins）宛の書簡３で、名のない “reddleman” とだけ記した
のは、ヴェンに象徴的なイメージを与えるためであると考えられる。
一方、ハーディは、ユーステイシア・ヴァイ（Eustacia Vye）についても、
書簡４に、“I think Eustacia is charming − ....” と記している。ユーステイシア
は村人たちから魔女（“a witch” （52））と呼ばれていることから、“charming” 
という言葉には「魔力」の意味が含まれていると考えられる。
そこで、ハーディの執筆当初の構想ではエグドン・ヒースから誰も知らな
い所へ謎のように姿を消し去るはずであったヴェンや魔女的な妖艶さを放つ
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ユーステイシアと、作品の舞台であるエグドン・ヒースなどに光を当て、『帰
郷』における風変わりな世界について分析し、ハーディにおける非日常性と
は何かについて論考する。
Ⅰ 風変わりな人物 ヴェンとユーステイシア
紅殻売りのヴェンは “a person whose vocation it was to supply farmers with 
redding for their sheep” （13） であり、農夫たちの羊に持ち主の印を付けるた
めの紅殻という赤い顔料を売って、生計を立てている。二頭のヒースクロッ
パ （ー“heathcroppers” （14））が引くバネつき幌馬車（“a spring van” （13））がヴェ
ンの住居である。移動が可能であるため、“The traveller” （13） であるヴェン
はエグドン・ヒースばかりでなく、ほかの地域をも旅する旅人にも譬えられ
る。そのようなヴェンについて、ハーディは次のように描写している。
He is a curious, interesting, and nearly perished link between obsolete 
forms of life and those which generally prevail. （13）
このように、古くなった昔の名残をかろうじて現在に繋ぎ留めている奇妙
な人物として、ヴェンを “link” という表現で比喩している。この背景には、
産業革命以後の鉄道などの発達により赤い顔料が簡単に手に入るようになっ
てきたため、紅殻売りという商売がエグドン・ヒースでも急速に廃れつつ
あったことがあげられる。『緑樹の陰で』（Under the Greenwood Tree, 1872）の
ペニ（Mr Penny）も、聖歌隊の仲間たちと楽器について話をしている時、“Old 
things pass away, ’tis true; but a serpent was a good old note: a deep rich note was 
the serpent.” ５ と語り、古いものが徐々に消えてしまうことを危惧している。
ハーディの時代には、農村の伝統が薄れ、田園風景や習慣などが大きな変化
を遂げつつある社会背景があった。ハーディ自身もペニと同じような不安を
抱いており、それを払拭するかのように、昔から残っている地域独自の生活
様式を尊重し維持する力を、紅殻売りに重ねあわせてヴェンに託したといえ
−23−
る。
作品の舞台であるウェセックス（Wessex）地方では “reddleman” という言葉
は、村人たちの言い伝えの中で生き続けている。母親が家庭の中で、聞き分
けのない子どもたちに向かって言う “The reddleman is coming for you!”（77） 
という脅し文句の中に登場するため、“reddleman” の赤い染料が入っている
袋に入れられて、さらわれると信じられている。子どもたちの心の中には、
“reddleman” が “the red ghost” （34） のイメージと結びつき、恐ろしく、強烈
な印象が与えられ、大人になってもいつまでも脳裏に焼きつけられるのであ
る。しかし、村人たちが日常生活の中で習慣として使う決まり文句は、むし
ろ親しみや愛着があるからこそ語られることもあり、何世代にも渡って繰り
返し、語り継がれてきた “reddleman” という言葉にも、子供の健やかな成長
を願う親たちの思いがこめられていると考えられる。このような風習を象徴
する “reddleman” がエグドン・ヒースに実在している。それがヴェンである。
ヴェンに託された伝統を繋ぎとめていく力は、エグドン・ヒースそのも
のにもある。エグドン・ヒースは、“Ever since the beginning of vegetation its 
soil had worn the same antique brown dress, the natural and invariable garment of 
the formation.” （11） と描写されているように、有史以前から変わらない悠久
性を保っている。ヴェンも、物語の最後には、紅殻売りの商売をやめ、父親
が持っていた酪農場を買い戻し、酪農場主となっている。このように、商い
を変えてはいるものの、“Yet of all the circle he himself was the only one whose 
situation had not materially changed.” （359） と、実質上の境遇やトマシンへの
思いには大きな変化が起きないのである。このように、エグドン・ヒースと
ヴェンは、時間の移り変わりにとらわれず、自分が自分自身であり続ける力
が存在している点において、呼応していると考えられる。
紅殻の顔料は “Reddle spreads its lively hues over everything it lights on, ....” 
（77） と描写される。そのため、“a figure red from head to heels” （73） と全身真
赤な色に染まったヴェンは、“singular in colour, this being a lurid red” （13） と
表現されるほど、風変わりの象徴でもある６。この奇抜な色は、ヴェンの身
体ばかりではなく、衣服や帽子、靴下、靴、さらに幌馬車に至るまで浸み込
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んでいる。ヴェンを形容する表現からイメージされる色は、“fiery mommet” 
（34）７ の炎の色や、“That blood-coloured figure” （77） の血の色、さらに、“a 
flame in sunlight” （144） の太陽の色である。フィリップ・Ⅴ・マレット（Phillip V. 
Mallett）は、“Blood-coloured or fire-coloured, it is he who brings to life as events 
in the plot the energy hidden behind the apparent repose of the heath.”８ と指摘して
いるように、ヴェンには生命体としての活力が漲っていることが示唆されて
いるのである。
Ｊ・Ｏ・ベイリ （ーJ. O. Bailey）は、赤色の風采をしたヴェンのことを “there 
is something supernatural about Diggory.”９ と述べている。この “supernatural” 
について、マイケル・アーウィン（Michael Irwin）は、“Every reader of the 
novel will recall the bizarre scene where Wildeve and Diggory Venn gamble by the 
light of glow-worms.”10 と指摘したが、ヴェンが人気のないエグドン・ヒース
で、ツチボタル（“glowworms” （227））の尻尾から光る燐光だけを頼りにデイ
モン・ワイルディーヴ（Damon Wildeve）と賭けごとに熱中している様子は、
確かに一風変わった場面である。
It happened to be that season of the year at which glowworms put forth 
their greatest brilliancy, and the light they yielded was more than ample for 
the purpose, since it is possible on such nights to read the handwriting of a 
letter by the light of two or three. （227）
このように、ツチボタルの明かりだけが、勝負に挑む二人の表情を暗がり
から浮き上がらせる。この光景は、まるで光と闇のコントラストをカンバス
に表現する画家を想起させるほど、幻想的で、神秘的である。
クリスチャン・キャントル（Christian Cantle）は “That these little things [=dice] 
should carry such luck, and such charm, and such a spell, and such power in ’em, 
passes all I ever heard or seed, ....” （220） と、さいころの魅力について語る。そ
の魅力に引き寄せられるかのように、ワイルディーヴは、もがき、やっきに
なって興奮して勝負を続けている。一方、ヴェンは、金銭を得たいという欲
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望からではなく、ワイルディーヴが稼いだ金銭を持ち主であるトマシンに返
したい一心で、勝負に挑んでいるのである。それゆえ、次の描写にあるよう
に、平然と口を閉じ、じっと座りこみながら腕だけを動かしてさいころ箱を
振るヴェンの姿は、“a red-sandstone statue” と譬えられるほど冷静なのである。
Wildeve was a nervous and excitable man; and the game was beginning to 
tell upon his temper. He writhed, fumed, shifted his seat; and the beating of 
his heart was almost audible. Venn sat with lips impassively closed and eyes 
reduced to a pair of unimportant twinkles; he scarcely appeared to breathe. 
He might have been an Arab, an automaton; he would have been like a red-
sandstone statue but for the motion of his arm with the dice-box. （224-25）
ついにヴェンは、まるで読心術を働かせているようにワイルディーヴの心
を読み取り、勝利を得て、取り戻した金銭をトマシンに手渡す。ヴェンは
クリスチャン・キャントルが語る “luck” をさいころでもたらしたのである。
このように、さいころを操り、運をも切り開くヴェンには、人知を超えたと
ころがある。
Ｊ・Ｏ・ベイリーは、“Mephistopheles appears in a scarlet vest or all in red, ....” 
（1184） と、ゲーテ（Johann Wolfgang von Goethe, 1749-1832）の『ファウスト』
（Faust, 1808/1832）に登場するドイツの伝説の悪魔であるメフィストフェレ
ス（Mephistopheles）も、火のように赤い外套を着ていると述べている 11。
しかし、ヴェンは “It was neither Moloch nor Mephistopheles, but Diggory 
Venn.” （144） と描写されているように、モロク（Moloch）12 でもなく、メフィ
ストフェレスでもない。したがって、ヴェンには超自然的な要素はあるが、
モロクやメフィストフェレスのような悪魔的なイメージはないといえる。
なお、Ｊ・Ｏ・ベイリーは、ヴェンのほかに、『緑樹の陰で』のエリザ
ベス・エンドフィールド（Elizabeth Endorfield）と、『はるか群衆を離れて』
（Far From the Madding Crowd, 1874）のフランシス・トロイ（Francis Troy）も
赤色の服装を身につけているとも述べている。Ｊ・Ｏ・ベイリーは、“Mrs. 
−26−
Endorfield’s name suggests the Witch of Endor.” （1147） と か、“Hardy’s next 
invader in red is Sergeant Troy in Far from the Madding Crowd （1874）.” （1147） と
いった意味合いを見出している。
このエリザベス・エンドフィールドの魔女性 13 については、人里離れた淋
しい家に住み、“she wore a red cloak, she always retained her bonnet indoors, ....”14
と、赤い外套を身につけ 15、尖った怪奇な顎をしていることからも推測でき
る。村人たちからは魔女と噂され、彼女を知る親しい人たちからは、目や耳
が異常に鋭いばかりでなく、利口で賢い女性であるとも言われている。この
ような評判を持つエリザベス・エンドフィールドの力が、ファンシー・デイ
（Fancy Day）にかける “witchery”16 によって発揮されるのである。ファンシー
に知恵を授けたエリザベス・エンドフィールドの魔女性が強調された場面で
あるといえる。この点が、トマシンを助けたヴェンの “supernatural” の要素
と重なるのである。
ハーディは、詩「色彩（以下、詩行は、一部は創作、ほかはウェセックス
民謡からの記憶による）」（‘The Colour’（The following lines are partly original, 
partly remembered from a Wessex folk-rhyme））17 で、色彩のイメージを歌ってい
る。この第２スタンザで、Ｊ・Ｏ・ベイリーが指摘しているトロイと同じ職
業である軍人が、赤い服を着るものであると歌われている。
‘What shall I bring you?
　Please will red do
　Best for your wearing
 The long day through?’
‘− Red is for soldiers,
　Soldiers, soldiers,
　Red is for soldiers, 
 And that won’t do.’
赤い軍服（“a red coat”）18 を身に付けたトロイは、カスターブリッジ
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（Casterbridge）の兵営で駐屯してはいるものの、命令次第でほかの土地に移
動を余儀なくされる生活をしている。このような一時的な滞在に、Ｊ・Ｏ・
ベイリーがトロイのことを表現した “invader” の要素があり、この点で、ほ
かの地域をも旅する “The traveller” （13） であるヴェンと共通する要素が見ら
れる。しかし、トロイは、“a fairly well educated man for one of middle class −
exceptionally well educated for a common soldier”19 であり、中産階級の出身で
教育も受けているにもかかわらず、““I have to say that I have been a bad, black-
hearted man,” he [=Troy] answered.”20 と自己分析しているように、女性に対す
る真摯な思いに欠ける人物であるとも表現されている 21。この点は、ヴェン
とは相違する性質であるといえる。
ヴェンは、物語の後半で、紅殻売りから酪農場主へと生活を一新した際に、
次のように、赤色の装いから一変した服装を身にまとうようになる。
To his[=Clym] astonishment there stood within the room Diggory Venn, no 
longer a reddleman, but exhibiting the strangely altered hues of an ordinary 
Christian countenance, white shirtfront, light flowered waistcoat, blue 
spotted neckerchief, and bottle-green coat. Nothing in this appearance was 
at all singular but the fact of its great difference from what he had formerly 
been. Red, and all approach to red, was carefully excluded from every 
article of clothes upon him, .... （368）
このヴェンの体裁について “Nothing in this appearance was at all singular”と
表現されているように、今までのヴェンの風変わりは、red で象徴されてい
たといえる。
Those whom Nature had depicted as merely quaint became grotesque, the 
grotesque became preternatural; for all was in extremity. （21）
このハーディの言葉を具現するかのように、一風変わった商売に就き、不
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可思議なイメージを醸し出し、生命体としての活力が漲り、人知を超えた力
を持つヴェンには、風変わりな要素が顕著に表されているのである。
一方、『帰郷』の中で、ヴェンのほかに、“a girl[=Eustacia] whose ways were 
already considered singular.” （124） と表現されているユーステイシアは、“She 
had Pagan eyes, full of nocturnal mysteries.” （66） と描写されているように、夜
の神秘に満ちた異教的な目を持っている。その目には、エグドン・ヒースの
村人たちに、“ the lonesome dark eyed creature up there, that some say is a witch
− ....” （52） と噂されてしまうほど、魔法ともいえる不思議な力が宿ってい
る。クリム・ヨーブライト（Clym Yeobright）に “Don’t look at me with those 
eyes, as if you would bewitch me again.” （316） と叫ばせてしまうくらい、ユー
ステイシアの妖艶な魔力は強烈なのである。このように、ユーステイシアの
目から発する閃光には、魔女性が秘められているのである。
このユーステイシアの魔女性は、“A red ribbon round her neck.”（342）とある
ことからも、赤い外套を着たエリザベス・エンドフィールドに結びつく 22。
ただし、二人とも利口で賢いという性格は類似するが、魔力の性質という点
において相違がみられる。エリザベス・エンドフィールドの魔力は知恵を授
ける力である一方、ユーステイシアの魔力は異性を魅了する妖艶な力なので
ある。
異性を魅了する妖艶な魔力を持つユーステイシアについて、アルバー
ト・Ｊ・ゲラード（Albert J. Guerard）は、“The Genealogy of Hardy’s Younger 
Women”という分類表の “The Highly Sexed” の項目 23 で『ダーバヴィル
家のテス』（Tess of the d’Urbervilles, 1891）のテス・ダービフィールド（Tess 
Durbeyfield）や『日蔭者ジュード』（Jude the Obscure, 1895）のアラベラ・ドン
（Arabella Donn）と同列に取り上げている。賢く知力に富み、高慢なユーステ
イシアは、“she was like the tiger-beetle ....” （89） と、昆虫の「ハンミョウ」（“the 
tiger-beetle”）に譬えられる。ハンミョウは、“under a full illumination blazes 
with dazzling splendour” （89） という特徴を持ち、光沢のある鮮やかな体色を
有する肉食性の甲虫である。ほかの小昆虫を捕食するハンミョウに譬えられ
ているユーステイシアは、まぶしいほど照り輝き、クリムの心をかき乱す。
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テスは「豹」（“leopard”）24 に、アラベラは「虎」（“tigerish”）25 に譬えられ、
猛獣のイメージしか窺い知ることはできない。このように、ユーステイシア
には、近づき難いほどの妖艶な魅力が漂うのである。
このユーステイシアの魔女性を追い払おうと、スーザン・ナンサッチ（Susan 
Nunsuch）は、エグドン・ヒースで昔からよく知られるまじないを使って、悪
い呪いがかけられた息子のジョニー・ナンサッチ（Johnny Nunsuch）の病を治
療しようとする。スーザン・ナンサッチのまじないは、編み針をユーステイ
シアに突き刺し、ユーステイシアの血を抜いたり、ユーステイシアに似せて
作ったろう人形を火であぶりながら次のような呪文を繰り返したりするもの
である。
It was a strange jargon − the Lord’s prayer repeated backwards − the 
incantation usual in proceedings for obtaining unhallowed assistance against 
an enemy. Susan uttered the lugubrious discourse three times slowly, .... 
（343）
不気味な迷信をテーマにする短編『ウェセックス物語』（Wessex Tales, 
1888）の「萎えた腕」（‘The Withered Arm’, 1888）では、呪いらしきものによって、
ガートルード・ロッジ（Gertrude Lodge）の左腕が萎えるという不可思議な現
象が描かれている。歪んで醜くなっていく病に悩むガートルードに、まじな
い師トレンドル（Conjuror Trendle）は、血液の流れを変えるために、絞首刑に
あった人の首に腕を当てると効果があると予言するのである。この話にもあ
るように、エグドン・ヒースでは、まじないや迷信が村人たちに脈々と言い
伝えられている。ユーステイシアの魔女性は、このようなエグドン・ヒース
だからこそ、培われているといえる。
このように、ユーステイシアも、風変わりな人物の一人であるといえる。
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Ⅱ 風変わりな舞台 エグドン・ヒース
『帰郷』には、エグドン・ヒースを舞台にして、“secret” が多く織り込ま
れている。エグドン・ヒースは、次にあるように、ヒースやハリエニシダや
茨が生え茂り、寂れて人里離れた辺鄙な場所である。
This obscure, obsolete, superseded country figures in Domesday. Its 
condition is recorded therein as that of heathy, furzy, briary wilderness, −
“Bruaria.”（11）26
このような場所に訪れた夜は、“The gloom of the night was funereal; ....”（340）
と、人間も動植物もすべてを覆い隠すのである。夜のエグドン・ヒースは、
“Then it became the home of strange phantoms; ....”（11）と描写されるように、神
秘的な意味合いが込められている。それゆえ、ユーステイシアの祖父が遠く
前方にいるヴェンを “a moving spot”（13）にしか捉えられないくらいに、エグ
ドン・ヒースは、一人の人間の姿さえ、輪郭がぼんやりとした幻のような存
在に化してしまうのである。また、クリムとユーステイシアが出会った夜の
エグドン・ヒースは、“too dark for much discovery of character from aspect”（114）
であり、“dusky form” （114）としか認識できないほどの暗闇なのである。こ
のように、真っ暗で、茨の茂みや藪だらけのエグドン・ヒースは、あらゆる
ものを隠す “secret” に満ちた神秘的な場所である。
そのエグドン・ヒースの中でも、ヴェンの幌馬車は、“secret” を象徴する
特異な空間であると考えられる。ヴェンの幌馬車に乗るのは、ヴェン自身の
ほかには、トマシンとユーステイシアだけである。この３人は、それぞれに 
“secret” を抱えており、あたかも幌場車を隠れ蓑にして覆い隠そうとするか
のようである 27。
ヴェンの “secret” は、“The natural query of an observer would have been, why 
should such a promising being as this have hidden his prepossessing exterior by 
adopting that singular occupation?” （14） とあるように、紅殻売りという一風変
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わった商売に携わっていることにある。もともとヴェンは、乳搾りをしてい
た父親の仕事の後を継いで小さな酪農場主になるはずであったが、自ら望ん
で紅殻売りに携わっていく。その理由が、２年間も肌身離さず持ち歩いてい
るトマシンの手紙である。その手紙にはヴェンの求婚に対するトマシンの
断りの返事が書かれており、誰にも打ち明けられない心の空虚さがヴェン
の心に “secret” の鍵をかけることになる。“Rejected suitors take to roaming as 
naturally as unhived bees; ....” （80） という表現に代弁されるように、旅人に譬
えられる紅殻売りは、ヴェンの生き方そのものである。しかし、トマシンへ
の思いがヴェンをエグドン・ヒースに向かわせ、ヴェンは、次のように、ト
マシンのために陰ながら役にたち、トマシンが幸せになれるように手助けを
するのである。
[T]he reddleman, still loving her well, was excited by this accidental service 
to her at a critical juncture to vow an active devotion to her cause, instead 
of, as hitherto, sighing and holding aloof. ... Venn determined to aid her to 
be happy in her own chosen way. That this way was, of all others, the most 
distressing to himself, was awkward enough; but the reddleman’s love was 
generous. （80）
トマシンが次に語るように、ヴェンのトマシンへの思いは、他人の前には
決して表れてこないのである。ここに、ヴェンの “secret” があるといえる。
“I don’t exactly know,” said Thomasin simply, “except it is to cover up 
your feelings under a practical manner, and only to show them when you 
are alone.”（374）
一方、ヴェンの幌馬車に乗って登場するトマシンの “secret” は、結婚許可
証に不備があり、ワイルディーヴとの結婚式を予定通り挙げることができな
いことが発端となる。結婚が無効になることは、体面を汚されることであ
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り、トマシンの貞操の危機にもなりかねない重要な問題である。トマシンは、
不安と苦悩を抱えたまま、たまたま通りかかったヴェンに助けを求め、家
まで幌馬車に乗せてほしいと頼む。ハーディは、書簡 28 の中で、“Thomasin, 
as you have divined, is the good heroine, ....” と記し、トマシンを “good” と評価
している。トマシンが “It was a fair, sweet and honest country face, reposing in 
a nest of wavy chestnut hair. It was between pretty and beautiful.”（40）とか、“An 
ingenuous transparent life was disclosed: it was as if the flow of her existence could 
be seen passing within.”（41） と描写されていることから、ハーディはトマシン
を素直で温順な女性に性格づけている。このようなトマシンの純真さを損な
わないためにも、ワイルディーヴと結婚式を挙げられなかったという事実は、
“secret”にしなければならない。トマシンが、“And you will keep the secret of 
my would-be marriage from Clym for the present?”（112）とヨーブライト夫人（Mrs 
Yeobright）に頼むのも、自分が自堕落な女性ではないということの主張であ
るといえる。
ユーステイシアの “secret” は、ワイルディーヴとの密会や仮面芝居での男
装などである。ワイルディーヴとの密会は、かがり火を焚いたり、池に蛙が
飛び込むような音を出したり、窓から家の中に蛾を飛ばしたりするといっ
た、秘かに取り決められた合図を通して行われる。ユーステイシアにとって
ワイルディーヴとの密会は、“Wildeve added to the dance, and the moonlight and 
the secrecy, began to be a delight.”（253）と、秘められた喜びなのである。また、
仮面芝居でユーステイシアは、誰にも自分だと悟られずにクリムに会える
ように、全身を武具で装った “Turkish Knight”（127）を演じる。その魅惑的な
冒険は、“a charmingly adventurous way to see him [=Clym]”（124）であり、ユー
ステイシアの生きる目的を興味あるものへ活性化させる手段となり、ユー
ステイシアの “secret” ともなる。しかし、“That’s the secret o’t!”（76）とヴェ
ンに見抜かれると、ユーステイシアは、“But I lose all self-respect in talking to 
you[=Venn]. What am I giving way to!” （91） と意気消沈してしまう。このこと
から、ユーステイシアの “secret” は、生きるための原動力であったといえる。
トマシンとユーステイシアの秘密を見抜くヴェンは、二人の秘密を守ろう
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とする。トマシンが幌馬車に乗っていることを、ユーステイシアの祖父にも 
“’Tis no matter who, excuse me.” （16） と教えなかったり、また、“It was that of 
Eustacia’s emissary.” （148） と、ユーステイシアの手紙をワイルディーヴに返
しに行ったりする。ヴェンは、あらゆるものを隠す神秘的な場所であるエグ
ドン・ヒースにおいて、そこに住む人物たちの “secret” をも包みこんでいく
のである。さまざまな人物たちの “secret” が、エグドン・ヒースと符合する
かのように、エグドン・ヒースを温床にして繰り広げられている。このよう
に、エグドン・ヒースの “secret” は、『帰郷』に風変わりな世界をもたらす
要素の一つであると考えられる。
Ⅲ 風変わりなヴェンに見られる新たな主人公像
ハーディは、次の脚注 29 にも記しているように、ヴェンに特異な性格を
物語の最後まで持ち続けさせ、エグドン・ヒースから誰も知らない所へ謎の
ように消え去らせる構想を持っていた。
The writer may state here that the original conception of the story did not 
design a marriage between Thomasin and Venn. He was to have retained 
his isolated and weird character to the last, and to have disappeared 
mysteriously from the heath, nobody knowing whither − Thomasin 
remaining a widow. But certain circumstances of serial publication led to a 
change of intent.
トマシンとワイルディーヴとの結婚式後、ヨーブライト夫人に
“her[=Tamsin] history as Tamsin Yeobright was over.”（161）と語り、“God send 
her happiness.”（161）と言い残した後、ヴェンの姿はエグドン・ヒースでもま
わりでも見かけられなくなる。まるで“vapour”（375）のように、ヴェンの姿
はエグドン・ヒースから消えてしまうのである。
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From that instant of leaving Mrs Yeobright’s door the reddleman was seen 
no more in or about Egdon heath for a space of many months. He vanished 
entirely. （161）
このヴェンの行動は、短編『ウェセックス物語』の「見知らぬ三人の男」（‘The 
Three Strangers’, 1883）の羊泥棒がエグドン・ヒースにある羊飼いのフェネル
（Shepherd Fennel）の家に突然現れ、その後、エグドン・ヒースの暗闇に姿を
消していく場面を想起させる。
しかし、ハーディは、書簡 30 の中で、“she[=Thomasin] ultimately marries 
the reddleman, & lives happily.” と記しているように、物語の筋書をヴェンと
トマシンの結婚へと変えている。この風変わりな筋書は、トマシンが酪農
場主となったヴェンを見て、“I couldn’t believe that he had got white of his own 
accord. It seemed supernatural.” （368） と驚いて語ることに暗示されている。エ
グドン・ヒースでは、かがり火にもみられるように、季節ごとに結びつけら
れる伝統的な習慣が、今なお、活力をもって生き続けている。“Maypole-day” 
（369）もその一つであり、５月の日没に、女性たちがサンザシ（“may-bloom” 
（370））やブルーベル（“blue-bells”（370））などの野の花を飾る。花輪や花束を
飾った“maypole”（369）が草地の真ん中に突き立てられ、その周りで音楽と
ダンスが繰り広げられる。これらの花の良い香りが、あたりの空気に漂い、
トマシンの唇に運ばれる。トマシンの唇に運ばれた花の香りは、トマシンの
手袋の片方を探すために“maypole”の下に立っているヴェンの唇にも届け
られるのである。
“The sweet perfume of the flowers had already spread into the surrounding 
air, which, being free from every taint, conducted to her lips a full measure 
of the fragrance received from the spire of blossom in its midst.”（370）
この場面について、シャーリー・Ａ・ステイブ（Shirley A. Stave）は、“The 
maypole ritual, a Pagan celebration of the act of sex in which the phallic pole is 
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bedecked with flowers, significantly brings Tamsin and Diggory together.”31 と述べ
ている。このように、“Maypole-day”がヴェンとトマシンとの結びつきを象
徴しており、ヴェンは、真摯に思い続けたトマシンとの結婚に導かれるので
ある。
ハーディは、『はるか群衆を離れて』の Preface で、ウェセックス地方を
舞台に、現実と夢の国の風景を語りながら、徐々に消えていく昔の遊びや言
い伝え、コミュニティー、風変わりな個性などを尊重し、地方の伝統や気質
の維持を希求していた。ハーディが、ヴェンの商いを変えて、ヴェンとトマ
シンの二人を結婚させたのは、この願いに見られるような、エグドン・ヒー
スに根ざした伝統や風習を維持する役割をヴェンに託したからであるといえ
る。ヨーブライト夫人が “one thread runs through the whole piece.”（213）と語る
ように、ヴェンがトマシンを守ろうとする愛情は物語全体に流れており、ト
マシンの窮地を救うという役割を果たすために、ヴェンは常にエグドン・ヒー
スに現れる。このように、ヴェンを決して消え去らせないとした筋書にする
ことで、エグドン・ヒースの地方色豊かな伝統が存続することになるのであ
る。
エグドン・ヒースにおいて紅殻売りは、“Uglier persons than gipsies were 
known to cross Egdon at times, and a reddleman was one of them.”（74）と表され、
風変わりな風体ゆえに醜いものの一人とみなされていた。しかし、本来の
ヴェンは、外面的には、“He was young, and his face, if not exactly handsome, 
approached so near to handsome that nobody would have contradicted an assertion 
that it really was so in its natural colour.”（14）とか、“His figure was perfect, his 
face young and well outlined, his eye bright, his intelligence keen, and his position 
one which he could readily better if he chose.”（145）と描写されているように、
顔立ちや容姿は整い、鋭い知性に満ち溢れているのである。
また、内面的には、クリムがヴェンのことを “He is a very honest and at the 
same time astute man. He is clever, too, ....”（377）と語り、“Who[=Venn] was, after 
all, as honest and persevering a young fellow as any on Egdon, since he had turned 
over a new leaf.”（378-79）と評価しているように、機敏で利口なヴェンは、エ
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グドン・ヒースの中の誰にも負けないくらい正直で辛抱強い若者でもある 32。
ハーディは、日記 33 の中で、次のように述べている。
I wrote at the beginning of The Return of the Native − that the beauty 
of association is entirely superior to the beauty of aspect, and a beloved 
relative’s old battered tankard to the finest Greek vase. Paradoxically put, it 
is to see the beauty in ugliness. 
この“the beauty in ugliness”が、醜さの中に美を秘めたヴェンと符合して
いると考えられる。むしろ外面的な美しさではなく、トマシンを守り続ける
ヴェンの気質（“good-nature”（78））は深い人間性を表し、卓越した美的意識を
もたらすのである。
このようにハーディは、ヴェンについて、単なる「ディゴリー・ヴェン」
という固有名詞で表すのではなく、“reddleman”という抽象的な言葉を用い
ることにより、登場人物である一人の人間を崇高美として表現しようとした。
そこには、主人公クリムで語られていた『帰郷』という作品に、新たな主人
公像としてのヴェンを浮かび上がらせる試みが織り込まれているものと考え
られる。
おわりに
以上のように、『帰郷』における風変わりな人物や自然描写は、土地に根
づいた伝統などを存続させたいというハーディの願いを具象化したものであ
る。ハーディは『帰郷』において、日常生活を描写しながらも、風変わりの
中に非日常的な要素を織り込んだ。ハーディは多くの長編小説を生み出して
いるが、それぞれの作品の中で、非日常的な要素の表現に変化が見られる。
例えば、初期の作品では、『緑樹の陰で』のエリザベス・エンドフィールド
のような魔女性を持った人物やまじないなど、具体的な人物や事象を通し
て、非日常的な要素が多く取り上げられている。一方、後期の作品になるに
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つれて、具体的な人物や事象というよりは、例えば、『ダーバヴィル家のテ
ス』の中のバイオリンの音色に魅かれて牛がひざまずくといった言い伝えと
して、主に非日常性が表されるようになるのである。このように、非日常的
な要素の表現方法が、具体的な人物や事象から、言い伝えという普遍的なも
のへと発展している。このことは、風変わりな世界を描くことによって日常
性の中に非日常性を顕在化させたいというハーディの願いが存在し続けるこ
とを示唆しているのである。
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